＜長期継続契約　一般委託＞　　

安城市スポーツセンター機械設備運転管理業務仕様書

安城市スポーツセンター機械設備運転管理業務委託は、本仕様書の定めるところによる。

	１
	契約方法
	請負契約（地方自治法第234条の3に基づく長期継続契約である。）

	２
	履行期間
	契約締結日の翌日から平成25年9月30日までとする。

ただし、契約締結日の翌日から平成23年3月31日までは、準備期間とし無償とする。

	３
	施行場所
	安城市新田町新定４１番地　安城市スポーツセンター

建物延床面積　8484.02㎡

構造　鉄筋コンクリート造3階建

主要施設　アリーナ（４３ｍ×３７ｍ）、２５ｍプール（９コース）、

幼児用プール、ジャグジープール、トレーニングルーム、

エアロビクスルーム、健康浴室、更衣室、会議室

	４
	業務内容
	別紙「業務内容書」のとおり

	５
	特記事項
	この契約は、平成23年度予算の議決を前提とする。

履行期間中であっても予算の減額及び削除があった場合は、協議の上、この契約を変更又は解除することができるものとする。

	６
	関係法規
	業務の履行にあたっては、安城市契約規則及びその他関係法令を遵守すること。

	７
	資格要件
	建築物における衛生的環境の確保に関する法律第12条の２第1項の第8号に規定される建築物環境衛生総合管理業の登録を愛知県知事から受けていること

	８
	入札方法
	　総価（消費税相当額抜き）による郵便入札とする。

	９
	支払方法
	　支払いは、業務履行後に毎月支払うものとする。

	10
	その他
	　　各業務終了後、受託者は当該業務の実施状況等について直ちに施設管理者に別紙「保守点検等結果報告書」を受託者の業務報告書の表紙として添付し提出すること。

この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

	11
	問い合せ
	　安城市生涯学習部体育課　担当　小笠原　電話0566－75－3535


	＜指示又は希望事項＞

	環境配慮関係


	本市は、「地球にやさしい環境先進都市をめざして」をスローガンとし、

環境の保全及び創造に向けて率先して行動し、環境に配慮した自治体をめざすとともに、総合計画のめざす都市像である「市民とともに育む環境首都・安城」の実現を図っていますので、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。


業　務　内　容　書

　

この業務内容書は､安城市（以下「甲」という）の安城市スポーツセンター（以下「センター」という）の機械設備運転管理業務について、安全確保を最優先に、良好な環境作りと省エネルギーの両立、設備の耐用年数の延長を図る業務を遂行するための大要を示すものである。受託者（以下「乙」という）は、センターに設置された建築設備のシステム性能・特性を把握し且つ施設の特殊性や運用状況を十分に理解し、業務遂行に支障をきたすことのないようにすることはもちろんのこと、必要と認める場合には、本仕様書に記載のない業務についても誠意を持って実施し、センターの運用に支障をきたすことのないようにしなければならない。

また、甲は「地球にやさしい環境先進都市をめざして」をスローガンとし、環境の保全及び創造に向けて率先して行動し、環境に配慮した自治体をめざすとともに、総合計画のめざす都市像である「市民とともに育む環境首都・安城」の実現を図っているところであり、乙においてもできる限り環境に配慮して業務を執行することが望まれている。

１　業務遂行上の条件

（１）緊急時には夜間休日を問わずすみやかに対応が開始できる体制であること。

（２）センター利用日・利用時間及び業務員の業務時間は、特別な指示がない限り別紙１のとおりとする。

（３）業務実施計画書を前月の25日までに甲に提出すること。

（４）1日の業務が終了したときは、管理日誌・業務日誌を作成・記録する。また、翌日（休館日にあたってはその翌日）までに甲に提出すること。

（５）法定資格を要する業務には、当該法定資格取得者を従事させるものとし、従事者の資格は、別紙２のとおりとすること。

（６）従事者の交替時は、業務連絡を緊密にし、速やかに移動し、業務に支障をきたさないように留意すること。

（７）従事者の身分・風紀・衛生及び規則の保持に関し、乙は､全ての責任を負うこと。また、従事者は、自己に与えられた業務内容を完全に理解し遂行すること。

（８）従事者の服装は、センターに相応しい清潔なもので、統一した制服・名札等を着用するものとし、これに要する経費は、乙の負担とする。

（９）利用者との対応には、業務場所が公共施設であることを充分認識し、言葉づかい・態度・身だしなみ等に配慮し、不快感等与えぬよう、誠実かつ公平な態度で接すること。

（10）センターで業務上知り得た事項を第三者に漏らしてはならない。このことは、契約の解除又は期間終了後においても同様とする。

（11）情報資産・個人情報の保護のため、安城市情報セキュリティ規則を遵守すること。

（12）業務中に発生又は発見した事故等については、直ちに甲に連絡し､緊急を要する事故の場合は、担当職員の指示に従うこと。

（13）その他､甲と常に連絡を保つこと。

２　機械設備運転管理業務内容

（１）業務員の職務

　　ア　各設備の点検を適切に実施し、その機能を合理的かつ充分に発揮させ、施設用途や季節的変化及び経済的運転に充分に留意し、設備の運転と監視を行っていく。

　　イ　関係法令に準じた点検整備を実施することとする。

　　ウ　事故を未然に防止し、良好で安全な施設環境を維持･向上させることとする。

　　エ　無事故・安全・無公害・高効率運転を実施することとする。

（２）業務内容

　　ア　各種日誌・台帳及び関係官庁への諸届・申請書・報告書を作成し、点検整備経過等を記載し、提出･保管すること。

　　イ　各業務部門とのミーティングに参加すること。

　　ウ　大会・イベント関係者等と設備面での調整を行うこと。

　　エ　業務計画（官庁検査・定期保守点検業務等）の作成･打合せ及び立会いを行うこと。

　　オ　関係図面･図書類の整理・保管を行うこと。

　　カ　計画的・合理的で無駄のない運転を行うこと。

　　キ　各設備の清掃を必要とする部分の清掃を行うこと。

（３）運転・監視業務

　　ア　電気事業法･消防法･建築基準法・労働安全衛生法等関係諸法令及び緒法規を遵守し、施設が適正に稼動するように管理すること。

　　イ　開館中、館内の巡回を行い、各部屋等の状態を把握すること。

　　ウ　設置機器の運転動作を点検・記録し、正常に稼動するように管理すること。また、機能の異常や劣化が認められる場合は、その措置を検討し、可能な限り日常保守の範囲内での調整・修繕等にて対処を行うものとする。

　　エ　点検の範囲及び回数については、別紙３のとおりとする。

　　オ　年次点検・定期点検・修繕等に立ち会うこと。

（４）中央監視設備監視業務

　　ア　中央監視室に設置してある中央監視卓等で、各電気設備・各空調機械設備等の状況･状態を監視すること。また、設備機器の運転･警報監視･状態監視を行うこと。

　　イ　センターの全般にわたる状態を把握し、空調機器の起動停止･室温調整などを行うこと。

　　ウ　防災情報により施設に異常が生じた場合は、甲に速報を入れるとともに、現場の情報収集に努めること。

　　エ　火災等の災害が発生した場合は、速やかに緊急体制をとるとともに、防災計画に基づき甲の指揮下で活動すること。

　　オ　各計器盤等を点検し、定時毎の指示数値、稼動情況を確認･記録すること。

　　カ　開館前及び閉館後に各フロアー・各部屋の状態を点検し、室温調整等のチェックをすること。

（５）電気設備管理業務

　　ア　受変電設備を含む全ての電気設備を適正に運転するための業務（日常点検・調整）を行うこと。

　　イ　日常巡視を行い、各計器盤等を点検し、稼動状況を確認・記録すること。

　　ウ　最大需要電力の制御を行うこと。

　　エ　力率の制御を行うこと。

オ　不平衝電流・電圧変動を監視し、必要な処置を行うこと。

カ　電気使用の合理化を図ること。

キ　電力会社と業務上必要な連絡をとること。

ク　表示灯や照明器具等の状態を点検し必要ならば消耗品の取替えを行うこと。

ケ　自家発電設備を定期的に運転し、非常時に適正に稼動するように点検すること。

　　コ　停電時・災害時は、甲と調整すること。

（６）空調設備管理業務

　　ア　良好な空気環境を維持すること。

　　イ　定められた部屋の温湿度を測定･記録すること。

　　ウ　冷暖房機の運転時間を支障が無い限り短縮すること。

　　エ　適正な制御により、高効率運転を行うこと。

　　オ　外気取り入れを調整し、冷暖房負荷の軽減を図ること。

　　カ　熱源機器･ポンプ・ファン等の台数制御を行い、運転損失の軽減を図ること。

　　キ　熱源機器（冷温水発生機・冷凍機）等に付帯した各機器を適正に運転するための業務（点検・調整・応急処置）を行うこと。

　　ク　運転状態･燃焼状態･水量･圧力･温度などをチェックし、異常の有無を点検すること。

　　ケ　日常巡視を行い、各機器類を点検し、振動･異音･発熱･異臭などをチェックし、異常の有無を確認・記録すること。

　　コ　ファンベルト・フィルターなどの清掃や取替えを行うこと。

　　サ　空調設備循環水等の漏水確認と止水処理、各種ポンプのシーリング水の調整を行うこと。

　　シ　各機器類の取付け状態の確認と増締め作業を行うこと。

　　ス　各機械設備の点検整備・消耗品等の取替えを行うこと。

　　セ　風量調整、レベル調整、除湿・加湿調整を行うこと。

　　ソ　屋上・屋外設備の発錆・汚損・給排気口の点検を行うこと。

（７）環境衛生給排水設備管理業務

　　ア　飲用に適したきれいな水を常に供給すること。

　　イ　給水系統に異物が混入しないよう監視すること。

　　ウ　水圧・水量を調整し、不用な給水を停止して節水を図ること。

　　エ　雑排水・汚水の漏れ・異臭を監視し、処置すること。

　　オ　ポンプの運転・各水槽及びこれに付帯した各設備を適正に運転するための業務（点検・調整・応急処置）を行うこと。

　　カ　給排水設備の漏水確認と止水処理、各種ポンプのシーリング水の調整を行うこと。

　　キ　各種機器の取付け状態の確認と増締め作業を行うこと。

　　ク　各機械設備の点検整備・消耗品等の取替えを行うこと。

　　コ　給排水管等各配管類の水漏れ・損傷・発錆の点検を行うこと。

（８）自動扉・エレベーター設備管理業務

　　ア　運行及び作動状況の監視及び機械部・駆動部の動作確認を行うこと。

　　イ　安城市昇降機運行管理規定に基づいた昇降機の維持及び運行管理を行うこと。

（９）発電コージェネレーションシステム

　　ア　始動前・運転中・停止後の各状態で、機能や性能を満足しているかどうか、継続的に調査・記録を行うこと。

　　イ　ガスエンジン及び発電機の性能が要求どおり発揮されているかの確認と、経時変化によって発生する性能低下を早期に発見すること。

　　ウ　本体の外観点検･燃料系統の点検･潤滑油系統の点検･電気系統の点検を行うこと。

（10）消防設備

　　ア　関係法令を遵守した運転と監視を行うこと。

　　イ　設置設備の機能の巡回点検を行うこと。

　　ウ　日常訓練の実施と緊急体制の確立を行うこと。

（11）電話設備

　　ア　通話状況の確認を行い、非常時には適正処置の業務を行うこと。

（12）通信機器設備

　　ア　通信状況の確認を行い、非常時には適正処置の業務を行うこと。

（13）濾過設備

　　ア　濾過機が正常な運転をしているか監視し、非常時には適正処置の業務を行うこと。

　　イ　濾材の状態を確認し、濾材の交換を計画的に行えるようにすること。

（14）執務環境業務

　　ア　室内環境測定

浮遊粉塵の量･一酸化炭素の含有率･炭酸ガスの含有率･温度･相対湿度・気流の測定を２か月以内に１回以上行うこと。

　　イ　照度測定

６か月以内に１回以上照度を測定する。測定方法は、JIS C 7612（照度測定方法）により、測定器はJIS C 1609（照度測定器）の規格品とする。

ウ　害虫駆除

鼠・害虫の防除を６か月以内に１回以上全館一斉に行うこととし、事前に作業工程表を提出すること。

（15）芳香器レンタル

　　ア　便器用芳香器の管理を行うこと。

　　イ　湿気等による匂い対策を講じること。

（16）設備に関する非常措置

　　ア　事故等の発生に備えて、緊急時の連絡先･対応方法等を定めた維持管理マニュアルを作成すること。

　　イ　火災･停電･断水及びその他災害が発生した場合は、施設職員と協力して速やかに次の措置を取り、施設職員に報告するものとする。

　　（ア）火災発生の場合は、火元を確認し、防火管理者に通報するとともに、初期消火並びに延焼防止に努める。また、誤報が生じた場合は、原因を究明し措置をすること。

（イ）緊急停電の場合は、非常的措置を取り、通電まで安全を確保すること。また、直ちに原因を究明し、受水槽加圧ポンプ･排水ポンプ･発電機等の性能を安全に保持すること。

（ウ）緊急断水･漏水の場合は、非常的措置を取り、復旧に努める。また、直ちに原因を究明し、受水槽加圧ポンプ･排水ポンプ等の性能を安全に保持すること。

（エ）地震の場合は、昇降機設備や熱源機器類の緊急停止状況を確認のうえ、搭乗者の有無や被害状況の確認を行う。また、事後速やかに、各設備機器の安全を点検し、復旧に努めるとともに、必要に応じて応急処置をとること。

（オ）停電や断水など事前に予測できる場合は、それに適した措置を講じ、各設備に影響が出ないように準備すること。

　　ウ　機械異常が発生した場合は、施設職員と協力し、速やかに次の措置を取り、施設職員に報告するものとする。

（ア）異常事態が発生したことを知ったときは、遅滞なく緊急要員を現場に急行させ、異常事態の内容の確認を行うこと。

（イ）前項の結果、必要と認めたときは、遅滞なく電話にて関係業者に連絡し、その緊急出動を要請するとともに、緊急要員に事態の拡大防止のため、必要な処置を取らせるものとする。

（ウ）この業務は、電話回線を利用した小型信号監視装置により異常信号を感知して乙のポッケトベル及び携帯電話に通報するシステムとし、休館日等を含めた24時間体制とする。ただし、この業務に必要な機材及び工事費は、乙の負担とする。また、防災（警備）信号は除くものとする。
（17）測定・記録及び一般管理

　　ア　設備関係の測定及び記録は、次のとおり行うものとする。

（ア）日誌（運転･点検･整備）

（イ）定期点検報告書

（ウ）事故障害記録

（エ）補修改善記録

（オ）業務連絡簿

（カ）設備機器･工具及び備品台帳･消耗品台帳

（キ）業務計画書

（ク）官庁の検査･点検整備及び工事打合せ記録

（ケ）官庁届出・申請書及び報告書

　　イ　電気･水道･ガス･井水･下水の測定及び記録は、次のとおり行うものとする。

（ア）電気の使用量について記録･統計作成

（イ）水道の使用量について記録･統計作成

（ウ）ガスの使用量について記録･統計作成

（エ）井水の使用量について記録･統計作成

（オ）下水の使用量について記録･統計作成

（カ）コージェネの省マネー効果について計算・統計作成

　　ウ　太陽光発電機器の測定及び記録は、次のとおり行うものとする。

（ア）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の仕様沿った方法により、データ収集を行う。

（イ）報告データの取りまとめを行う。

（18）施設計画

　　ア　データの分析、保全修理、改良･改善提案、管理予算の把握を行う。

　　イ　予防保全の観点から点検結果の考察を行い、保全計画の構築と今後の維持管理の計画に取り入られるように努め、建物のライフサイクルコストにも配慮した経済性の追及をすること。

　　ウ　省力･省エネルギー・省資源等コストダウン計画を行うこと。

３　設備定期保守業務内容

（１）関係法令の定めるところに基づき保守点検を計画的に実施する。

（２）対象設備点検仕様は、別紙４のとおりの内容を行うものとする。

（３）個別業務を他者に委託することは、可能とする。ただし、事前に再委託者の氏名、業務の範囲、その他必要事項を甲に報告すること。

４　損害賠償責任
　損害賠償責任については、次のとおりとする。
（１）業務実施にあたり生じた事故等の損害については、センター施設の瑕疵に起因する場合及び甲の責に帰する場合を除き、一切乙の責任とする。

（２）前項に起因する事故に関し、甲が、その賠償金・見舞金・損害金等の名目で金品を支出した場合は、甲は、乙に対し求償しうるものとし、乙はこれを意義なく応じるものとする。
（３）業務の遂行にあたり、乙の業務員の災害については、いかなる理由がある場合
　　においても、乙が責任を負うものとする。
５　その他
（１）業務遂行にあたり必要とする消耗品及び備品等に係る費用は、次に上げるものを除き乙の負担とする。
　　ア　ゴミ袋

　　イ　機械油、油脂類

　　ウ　設備・備品の消耗部品（フィルタ・Ｖベルト・記録紙等）

　　エ　設備・備品の日常保守の範囲内での修繕にかかる部品・材料

（２）乙が業務管理上使用する事務機器（電話、FAX、PC等）及びその維持・消耗品に係る費用はすべて乙の負担とする。

（３）乙の従業員が使用する詰所は、甲が指定した場所において無償で貸与する。
（４）乙の従業員が、業務執行に必要な水道・電気の使用料は無償とする。ただし、光熱水費の使用を必要最小限度にとどめるように努めること。
（５）本仕様書に定めのない事項・疑義が生じた場合は、甲と乙がその都度協議して
　決定する。

１　利用日及び利用時間（プールを除く）

	利　　　　用　　　　日
	利　　用　　時　　間

	1月4日から12月28日まで。

ただし、月曜日（祝日を除く）及びその他施設管理運営上必要と定める日を除く。


	午前9時から午後9時まで。

（大会等で事前に打合せた場合は午前8時から利用することができる）

健康浴室は午前10時から午後8時30分まで。（日曜日は午後8時まで）


２　利用日及び利用時間（プール）
	利　　　　用　　　　日
	利　　用　　時　　間

	1月5日から7月20日まで及び9月1日から12月28日まで。ただし、月曜日（祝日を除く）及びその他施設管理運営上必要と定める日を除く。
	平日にあっては、午後1時から午後9時まで。休日等にあっては、午前10時から午後9時まで。
（大会等で事前に打合せた場合は午前8時から利用することができる）

	7月21日から8月31日まで。ただし、月曜日(祝日を除く)及びその他施設管理運営上必要と定める日を除く。
	午前10時から午後9時まで。
（大会等で事前に打合せた場合は午前8時から利用することができる）


３　業務を要する日

	機械運転管理業務

責任者及び業務員
	休館日以外の日及び休館日であっても施設点検保守・修繕等が必要な日。

	機械化管理センター
	平成23年4月1日から平成25年9月30日までの間の全日。


４　業務時間
	機械運転管理業務

責任者及び業務員
	休館日以外の日は午前8時30分から午後9時30分までとする。
休館日であって業務の必要な日は施設点検保守・修繕等の開始から完了まで。

	機械化管理センター
	遠隔監視システムにより、電気・衛生・空調の警報監視・状態監視等を24時間行う。


５　備考

（１）双方の協議により業務時間を変更することができるものとする。

（２）機械化管理センターによる遠隔監視システムとは、施設内中央監視室に設置してある中央管制装置を経由し、電話回線を用いて伝送し、機械化管理センター監視装置で電気・衛生・空調の警報監視・状態監視等を行うものであり、乙が管理運営しているものであること。

１　資格条件等

	職　　種
	資格条件等
	業務期間

	機械運転管理業務

責任者
	(1) 設備業務に知識・経験があり、責任者にふさわしい人格を有する者

(2)　第２種電気工事士以上の資格を有する者

(3)　乙類第４類危険物取扱者以上の資格を有する者

(4)　建築物環境衛生管理技術者の資格を有する者
	平成23年

4月1日から

平成25年

9月30日まで

	機械運転管理

業務員
	(1)　設備業務に知識・経験がある者
	

	機械化管理

センター


	(1)　設備業務に知識・経験があり、緊急対応ができる者

(2)　第２種電気工事士以上の資格を有する者

(3)　乙類第４類危険物取扱者以上の資格を有する者

(4)　建築物環境衛生管理技術者の資格を有する者
	


２　業務場所
	機械運転管理業務

責任者及び業務員
	中央監視室及び業務対象機器設置場所

	機械化管理

センター
	遠隔監視システムにより異常を感知した設備機器への対応

及び月２回程度の施設巡回訪問


　　

３　備考

（１）施設の利用状況に応じて、臨機応変に対応すること。

　　　関係法令を遵守し、建築設備の事故・故障を未然に防止し、耐用年数の延長を図るため、必要な巡視点検･測定及び手入れを基準に従って行う。

　　　点検周期は、○：１回　②：２回　④：４回とする。

　　　年間回数で指定してあるものについては、２５年度は２で除した回数とする。（ただし、停電試験1回／年については２５年度は実施しない。）

１　電気設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	受変電設備

　断路器

　真空遮断器

負荷開閉器
	外観目視点検
	○
	
	
	
	

	受変電設備

　継続器
	外観目視点検
	○
	
	
	
	

	受変電設備

　配電盤
	計器の異常・表示灯・信号灯の異常の点検
	○
	
	
	
	

	
	各計器指示値の確認記録
	○
	
	
	
	

	受変電設備

　電力盤
	計器の異常・表示灯・信号灯の異常の点検
	○
	
	
	
	

	
	各計器指示値の確認記録
	○
	
	
	
	

	受変電設備

　母線
	腐食・損傷・変色の有無
	○
	
	
	
	

	受変電設備　蓄電池
	均等充電
	
	
	
	
	○

	受変電設備全般
	巡視点検
	○
	
	
	
	


	配電設備

　断路器

　遮断器

　負荷開閉器
	外観目視点検
	○
	
	
	
	

	配電設備全般
	巡視点検
	○
	
	
	
	

	負荷設備全般
	巡視点検
	○
	
	
	
	

	停電試験
	日程調整・立会・復旧作業
	
	
	
	○
	


２　空調設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	吸収式冷温水発生機
	構内真空度の点検
	○
	
	
	
	

	
	高圧再生器圧力・温度の点検
	○
	
	
	
	

	
	冷水・冷却水の温度の点検
	○
	
	
	
	

	
	温水・排ガス温度の点検
	○
	
	
	
	

	
	燃焼状態の点検
	○
	
	
	
	

	
	ブロアーの点検
	○
	
	
	
	

	
	吸収液・冷媒・油気ポンプの点検
	○
	
	
	
	

	
	真空用ダイヤフラム弁の点検
	○
	
	
	
	

	
	各バルブの点検
	○
	
	
	
	

	
	高圧再生器炉の点検
	○
	
	
	
	

	
	安全炉の点検
	○
	
	
	
	

	
	吸収液滴化状態の点検
	○
	
	
	
	

	
	吸収液・冷媒液々面状態の点検
	○
	
	
	
	

	
	各種配管弁等漏れの点検
	○
	
	
	
	

	
	ガス圧力・燃焼使用量の点検
	○
	
	
	
	

	
	制御盤点検・保安装置動作確認
	○
	
	
	
	

	
	各温度計の点検
	○
	
	
	
	

	冷却塔
	損傷・漏れの点検
	
	
	○
	
	

	
	給水装置機能点検
	
	
	○
	
	

	温水ヒーター
	温水・排ガス温度の点検
	○
	
	
	
	

	
	燃焼状態の点検
	○
	
	
	
	

	
	ブロアーの点検
	○
	
	
	
	

	
	各バルブの点検
	○
	
	
	
	

	
	安全炉の点検
	○
	
	
	
	

	
	各種配管弁等漏れの点検
	○
	
	
	
	

	
	制御盤点検・保安装置動作確認
	○
	
	
	
	

	
	各温度計の点検
	○
	
	
	
	

	エアーハンドリング

ユニット
	異常音・異常振動の点検
	
	
	
	②
	

	
	損傷・漏水の点検
	
	
	
	②
	

	
	機能点検
	
	
	
	②
	

	
	フィルターの機能点検
	
	
	
	②
	

	ファンコイル

ユニット
	異常音・異常振動の点検
	
	
	
	②
	

	
	損傷・漏水の点検
	
	
	
	②
	

	
	機能点検
	
	
	
	②
	

	
	フィルターの機能点検
	
	
	
	②
	

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	ポンプ
	異常音・異臭・振動の点検
	
	
	
	②
	

	
	損傷・水漏れ・腐食の点検
	
	
	
	②
	

	
	潤滑油の点検・補充
	
	
	
	②
	

	
	グランド点検
	
	
	
	②
	

	空冷ヒートポンプ

エアコン
	異常音・異常振動の点検
	○
	
	
	
	

	
	高圧低圧圧力の点検
	○
	
	
	
	

	
	ファン運転状態の点検
	○
	
	
	
	

	
	機能点検
	○
	
	
	
	

	循環装置

(ヘッダー・膨張水槽)
	圧力計適正指示の確認
	
	
	○
	
	

	
	損傷・漏れの点検
	
	
	○
	
	

	
	錆発生の有無
	
	
	○
	
	

	
	給水装置機能点検
	
	
	○
	
	

	
	配管機器内の空気抜き
	
	
	
	
	○

	
	バルブの切替
	
	
	
	
	○

	送排風機

(送風・排風・排煙)
	運転状態の点検
	
	
	
	②
	

	
	異常音・振動の点検
	
	
	
	②
	

	空調換気扇
	異常音・異臭・振動の点検
	
	
	
	②
	

	給排気ファン(100V)
	異常音・異臭・振動の点検
	
	
	
	
	○

	除湿機(100V)
	異常音・異臭・振動の点検
	
	
	
	
	○


３　環境衛生給排水設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	便所・洗面所
	各部水漏れの点検
	
	
	
	
	○

	
	破損・損傷の点検
	
	
	
	
	○

	
	排水状態の点検
	
	
	
	
	○

	
	器具取付部の点検
	
	
	
	
	○

	受水槽
	水漏れ・錆発生の点検
	
	
	○
	
	

	
	フロート弁の点検
	
	
	○
	
	

	
	内部汚れ具合の点検
	
	
	○
	
	

	排水槽
	内部汚れ具合の点検
	
	
	○
	
	

	
	ポンプ異常の有無
	
	
	○
	
	

	
	損傷・水漏れ・錆発生の点検
	
	
	○
	
	

	給水ポンプ

排水ポンプ
	異常音・異臭・振動の点検
	
	
	
	②
	

	
	損傷・水漏れ・腐食の点検
	
	
	
	②
	

	
	潤滑油の点検・補充
	
	
	
	②
	

	
	グランド点検
	
	
	
	②
	

	貯湯槽
	水漏れ・錆発生の点検
	
	
	○
	
	

	
	内部汚れ具合の点検
	
	
	○
	
	

	循環装置

(ヘッダー・膨張水槽)
	圧力計適正指示の確認
	
	
	○
	
	

	
	損傷・漏れの点検
	
	
	○
	
	

	
	錆発生の有無
	
	
	○
	
	

	
	給水装置機能点検
	
	
	○
	
	

	
	配管機器内の空気抜き
	
	
	
	
	○

	
	バルブの切替
	
	
	
	
	○

	残留塩素測定
	残留塩素測定
	
	○
	
	
	


４　自動扉・エレベーター設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	自動扉全般
	外観目視点検
	
	
	
	
	○

	エレベーター全般
	安城市昇降機運行管理規定に基づく簡易点検実施及び運転管理日誌の提出
	○
	
	
	
	


５　発電コージェネレーションシステム関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	発電コージェネレーションシステム
	バッテリー液の確認(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	電圧の確認(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	燃料の圧力の確認(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	燃料の残量の確認(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	冷却水配管の変形及び水漏れの確認(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	潤滑油の汚れの点検(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	タンク油量の確認(起動前)
	○
	
	
	
	

	
	立ち上がり時間の記録(起動中)
	○
	
	
	
	

	
	起動時計器類の指示値記録

(起動中)
	○
	
	
	
	

	
	水・油・ガス漏れの点検(運転中)
	○
	
	
	
	

	
	ハンチング・異常振動・異音・異臭の確認(運転中)
	○
	
	
	
	

	
	排気温度・排気色の点検(運転中)
	○
	
	
	
	

	
	各軸受部の温度の点検
	○
	
	
	
	

	
	均等充電の実施
	
	
	
	
	○


６　防災設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	消防設備全般
	巡視点検
	
	
	
	④
	

	非常用発電装置

　原動機関係
	燃料系統及び貯油タンクからの漏油の点検
	
	
	○
	
	

	
	機関の始動停止試験
	
	
	○
	
	

	
	始動用空気タンクの圧力・バッテリー電圧の点検
	
	
	○
	
	

	非常発電装置

　発電機関係
	音響･回転・過熱・異臭・給油状況の点検
	
	
	○
	
	

	非常用発電装置

　配電盤
	計器の異常･表示灯・信号灯の異常の点検
	○
	
	
	
	

	
	各計器指示値の確認記録
	○
	
	
	
	

	
	配線の汚損･緩みの有無
	
	
	○
	
	

	
	接地線・接続部異常の有無との隔離距離の点検
	
	
	○
	
	

	非常用発電装置全般
	巡視点検
	○
	
	
	
	


７　電話設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	電話交換器全般
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


８　通信機器設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	通信機器全般
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


９　濾過設備関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	濾過機全般
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


10　執務環境関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	照度測定全般
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


11　芳香器レンタル関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	芳香器全般
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


12　床暖房関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　


	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	床暖房
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


13　ロールスクリーン関係

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	ロールスクリーン
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


14　その他

	機器名称
	運転管理要領
	周　　　　　　期　　

	
	
	日
	週
	月
	年
	随時

	太陽光発電システム
	外観目視点検
	
	
	
	
	○

	その他建築設備
	外観目視点検
	
	
	
	
	○


１　対象機器

（１）電気設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	受電設備  1,385KVA
	－
	－
	－

	常用発電機  137.5KVA
	－
	－
	－

	受変電設備停電試験準備・復旧作業
	１
	１回／年
	実施しない


（２）空調設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	吸収式冷温水発生機　150USRT

冷暖中間点検調整

冷暖房切替試運転調整

チューブ簡易洗浄又はパック剤投入
	１基
	２回／年

２回／年

１回／年
	１回

１回

実施しない

	吸収式冷温水発生機(冷却塔一体型)　50USRT

冷暖中間点検調整

冷暖房切替試運転調整

チューブ簡易洗浄又はパック剤投入
	１基
	２回／年

２回／年

１回／年
	１回

１回

実施しない

	冷却塔（150USRT×１、70USRT×１）
	２基
	２回／年
	１回

	温水ヒーター
	２基
	３回／年
	２回

	温水ポンプ
	２台
	２回／年
	１回

	廃熱１次ポンプ
	１台
	２回／年
	１回

	廃熱２次ポンプ
	１台
	２回／年
	１回

	冷却水ポンプ
	２台
	２回／年
	１回

	冷温水１次ポンプ
	１台
	２回／年
	１回

	冷温水２次ポンプ
	３台
	２回／年
	１回

	エアーハンドリングユニット
	６台
	２回／年
	１回

	ファンコイルユニット
	21台
	２回／年
	１回

	ファンコイルユニット
	９台
	１回／年
	１回

	空冷ヒートポンプエアコン
	６台
	２回／年
	１回

	排気ファン　200V
	25台
	１回／年
	実施しない

	給気ファン　200V
	７台
	１回／年
	実施しない

	循環ファン　200V
	２台
	１回／年
	実施しない

	全熱交換機
	６台
	１回／年
	１回

	自動制御装置

　　総合点検

　　ループ点検
	１式

１式
	１回／年

１回／年
	１回／年

実施しない


	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	空調機フィルター洗浄

　エアーハンドリングユニット

　ファンコイルユニット

　ファンコイルユニット

　空冷ヒートポンプエアコン

　全熱交換器
	７台

21台

９台

６台

６台
	２回／年

２回／年

１回／年

２回／年

２回／年
	１回

１回

実施しない

１回

１回


（３）環境衛生給排水設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	市水受水槽（有効容量４５ｍ３）
	１槽
	１回／年
	実施しない

	井水受水槽（有効容量６３ｍ３）
	１槽
	１回／年
	実施しない

	市水給水加圧ポンプユニット（５．５ｋｗ）
	１組
	２回／年
	１回

	井水給水加圧ポンプユニット（３．７ｋｗ）
	１組
	２回／年
	１回

	散水ポンプ（１８．５ｋｗ）
	１台
	２回／年
	１回

	給湯循環ポンプ（０．７５ｋｗ）
	１台
	２回／年
	１回

	湧水排水ポンプ（０．４ｋｗ）
	10台
	２回／年
	１回

	雑排水水中ポンプ（１．５ｋｗ）
	４台
	２回／年
	１回

	雨水排水水中ポンプ（１．５ｋｗ）
	２台
	２回／年
	１回

	深井戸水中ポンプ（７．５ｋｗ）
	２台
	２回／年
	１回

	汚水水中ポンプ（３．７ｋｗ×２、

５．５ｋｗ×２）
	４台
	２回／年
	１回

	消火ポンプユニット（５．５ｋｗ）
	１台
	１回／年
	実施しない

	排水水中ポンプ（１．５ｋｗ）
	４台
	１回／年
	実施しない

	消火用補助水槽
	２箇所
	１回／年
	実施しない

	貯湯槽（有効容量７ｍ３）
	２基
	１回／年
	実施しない

	雑排水槽
	２箇所
	１回／年
	実施しない

	排水槽
	２箇所
	１回／年
	実施しない

	湧水槽
	５箇所
	１回／年
	実施しない

	雨水槽
	１箇所
	１回／年
	実施しない

	井水原水槽
	１箇所
	１回／年
	実施しない

	汚水貯蓄槽
	１箇所
	１回／年
	実施しない

	ポンプアップ槽
	１箇所
	１回／年
	実施しない

	市水水質検査

　15項目

　５項目
	１検体

１検体
	２回／年

１回／年
	１回

実施しない

	簡易専用水道検査
	１式
	１回／年
	実施しない

	井水水質検査

　９項目

　50項目
	１検体

１検体
	１回／年

１回／年
	１回

実施しない

	プール水水質検査

　５項目

　１項目（総トリハロメタン）

　１項目（レジオネラ菌）
	３検体

３検体

３検体
	11回／年

１回／年

１回／年
	５回

１回

１回

	ろ過装置・ろ過出口濁度検査（機器分析）

　１項目
	４検体
	１回／年
	１回

	オーバーフロー水水質検査　３項目
	３検体
	12回※／年
	６回※

	浴槽水水質検査　４項目
	２検体
	12回／年
	６回

	緊急ろ過水検査　20項目
	１検体
	１回／年
	１回

	冷却塔レジオネラ菌測定

冷温水機用冷却水　　１項目

コージェネ用冷却水　１項目
	２検体

１検体
	１回／年

２回／年
	実施しない

１回

	鼠害虫駆除

　鼠害虫防除

　効果判定
	１式

１式
	２回／年

２回／年
	１回

１回

	空気環境測定
	10箇所
	６回／年
	３回

	照度測定
	１式
	２回／年
	１回


　　　　　　※３項目中、濁度（比濁法）のみ１１回／年とする。（２５年度は５回。）

（４）自動扉・エレベーター設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	自動扉　レギュラーメンテナンス
	２台
	４回／年
	２回

	エレベーター　フルメンテナンス
	１基
	12回／年
	６回


（５）発電コージェネレーションシステム

	対　象　機　器　名
	数　量
	23年度
	24年度
	25年度

	2,000時間毎点検（Ａ点検）
	１式
	１回
	１回
	実施しない

	4,000時間毎点検（Ｂ点検）
	１式
	実施しない
	１回
	実施しない

	8,000時間毎点検（Ｃ点検）
	１式
	１回
	実施しない
	実施しない

	16,000時間毎点検（Ｄ点検）
	１式
	実施しない
	実施しない
	１回

	熱回収設備
	１式
	１回
	１回
	実施しない


（６）消防設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	自動火災報知設備

　外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回

	防排煙設備

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

実施しない

	非常放送設備

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回

	屋内消火栓設備

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回

	誘導灯設備

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回

	消火器

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回

	ガス漏れ火災警報設備

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回

	非常用予備発電機  225KVA

外観・機能点検

　外観・機能・総合点検
	１式
	１回／年

１回／年
	実施しない

１回


（７）電話設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	電子交換機装置
	１式
	６回／年
	３回

	内線電話機
	１式
	６回／年
	３回

	ドアホン
	２台
	６回／年
	３回

	局線トランク・専用線トランク
	１式
	６回／年
	３回


（８）通信機器設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	放送設備
	１　式
	２回／年
	１回

	プール音響設備
	１　式
	２回／年
	１回

	ＩＴＶ設備
	１　式
	２回／年
	１回


（９）ろ過設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	25Ｍプール用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	幼児プール用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	ジャグジープール用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	大浴場用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	足湯用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	水風呂用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	井水処理用濾過設備
	１　式
	２回／年
	１回

	自動水質モニター・残留塩素計
	１　式
	１回／年
	実施しない

	25Ｍプール還水槽点検清掃
	１　式
	１回／年
	実施しない

	幼児プール還水槽点検清掃
	１　式
	１回／年
	実施しない

	足湯還水槽点検清掃
	１　式
	１回／年
	実施しない


（10）芳香器レンタル

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	大型芳香器
	39箇所
	12回／年
	６回／年


（11）床暖房設備

	対　象　機　器　名
	数　量
	23・24年度
	25年度

	床暖房
	１式
	１回／年
	１回／年


（12）ロールスクリーン

	対　象　機　器　名
	数　量
	回　数

	ランニングコース
	１式
	１回(24年度)


２　保守点検内容

（１）電気設備

ア　保安規定に基づく年次点検（停電試験）の準備及び復旧作業を行うこと。

（ア）電気設備保安管理業務受託業者及び関係各方面との日程調整

（イ）東競技場利用者への周知

（ウ）試験立会及び停電中の施設設備状況監視

（エ）復電後の施設設備復旧作業

（２）空調設備

　　ア　吸収式冷温水発生機

（ア）本体及び操作盤の切替え作業

（イ）抽気ポンプ点検

（ウ）燃焼系統の点検調整

（エ）自動制御装置の点検

（オ）安全保護装置の点検

（カ）吸収液ポンプ・冷媒ポンプの点検

（キ）絶縁抵抗測定

（ク）水漏れ・ガス漏れの点検

（ケ）スモークガード（排煙濃度計）の点検整備

（コ）吸収液分析・サンプリング作業

（サ）冷媒量の点検

（シ）腐食抑制剤（インヒビタ）の補給

（ス）炉内・煙管内・煙道の汚損検査

（セ）煙室・煙道の異常点検

（ソ）結線及び端子の緩み点検

（タ）手動弁の点検

（チ）チューブ簡易洗浄及びパック剤投入

（ツ）その他、機能点検整備

イ　冷却塔

　　（ア）内部水抜き清掃

　　（イ）ファンモーターの点検

　　（ウ）冷却水配管ストレーナー点検清掃

　　（エ）制御回路の点検

　　（オ）絶縁抵抗測定

　　（カ）総合運転状態の点検

　　ウ　温水ヒーター

　　（ア）燃料送給装置の損傷の点検

　　（イ）バーナーの汚れ・損傷の点検

　　（ウ）ストレーナーの詰まり・損傷の点検

　　（エ）バーナータイル・炉壁の汚れ・損傷の点検

（オ）煙道の漏れ・損傷及び通風圧の異常の点検

（カ）起動・停止の装置の機能点検

（キ）火炎検出装置の機能点検

（ク）燃料遮断装置の機能点検

（ケ）水位調整装置の機能点検

（コ）圧力調整装置の機能点検

（サ）電気配線の端子の緩み点検

（シ）給水装置の損傷及び作動点検

（ス）弁の損傷の点検

（セ）フィルター（冷媒・オイル）の汚れの点検

　　エ　ポンプ類

　　（ア）制御盤の点検

　　（イ）ベアリング異音確認

　　（ウ）軸封部の点検

　　（エ）モーターの性能点検

　　（オ）各種リレーの作動点検

　　オ　エアーハンドリングユニット

（ア）羽根・Ｖベルトの点検調整

　　（イ）ベアリングの点検・グリスアップ

　　（ウ）絶縁抵抗測定

　　（エ）冷温水コイルの水漏れ点検

　　（オ）ドレンパン・ドレン排水管系の点検

　　（カ）制御回路の点検

　　（キ）フィルターの清掃

　　（ク）加湿器の点検

（ケ）ダンパの点検調整

（コ）ファンの点検整備

（サ）アッテネーター・ファンモーターの点検整備

（シ）総合運転状態の点検

　　カ　ファンコイルユニット

　　（ア）コイルの汚れ点検

　　（イ）コイルの水漏れ・エアー抜きの点検

（ウ）ファンの点検

　　（エ）アッテネーター・ファンモーターの点検整備

　　（オ）フィルターの清掃

　　（カ）絶縁抵抗測定

　　（キ）総合運動状態の点検

　　キ　空冷ヒートポンプエアコン

　　（ア）シロッコファンの点検調整

　　（イ）ベアリングの点検

　　（ウ）室内外コイルの汚れ点検

（エ）室内機・室外機の取付具合の点検

　　（オ）異音・異常の点検

　　（カ）制御回路の機能点検

　　（キ）電源各部の端子の緩み点検

　　（ク）補助ヒーターの点検

　　（ケ）機械本体・各マグネット・スイッチ・接点の点検

　　（コ）ドレンパン・ドレン排水管系の点検

　　（サ）絶縁抵抗測定

　　（シ）ガスリークテスト

　　（ス）フィルターの清掃

　　（セ）総合運転状態の点検

　　ク　排気ファン・給気ファン・循環ファン

　　（ア）シロッコファン・Ｖベルトの点検調整

　　（イ）ベアリングの点検・グリスアップ

　　（ウ）異音異常の点検

　　（エ）絶縁抵抗測定

　　（オ）総合運転状態の点検

　　ケ　全熱交換器

　　（ア）熱交換部の取付状態の点検

　　（イ）異音異常の点検

　　（ウ）フィルターの清掃

　　（エ）絶縁抵抗測定

　　（オ）総合運転状態の点検

　　コ　自動制御装置

　　（ア）熱源・ローカル一般機器（総合点検）

　　　　ａ　電気式制御機器

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	温度調整器

湿度調整器

圧力調整器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・配線端子の緩み点検及び増締め

・内部機械的可動部分の動作確認

・比例帯又はディファレンシャルの調整

・実測に対する点検校正

・調整器と操作部等関連部のループ作動点検

・規定値の設定

・最適値の設定

・実制御における制御状態での点検確認調整

	

	

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	操作器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・リンケージ組付状態の確認及びストローク調整回転角度の調整

・モーターの回転作動、回転角度の点検

・ポテンショメーター接触点の清掃及び点検

・調整器と操作部とのループ作動点検

・実制御における制御状態での点検確認調整

	自動制御用調整弁
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・グランド部漏れ点検

・バルブストローク作動点検及び閉止位置での漏れ点検調整

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・実制御における制御状態での点検確認調整


ｂ　電子式制御機器

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	検出器

発信器
	・外観目視点検及び取付状態

・塵埃の除去

・実測又は標準試験器による誤差点検及び校正

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・実制御における制御状態での点検確認調整

・配線端子の緩み点検及び増締め

	変換器
	・外観目視点検及び取付状態

・塵埃の除去

・配線端子の緩み点検及び増締め

・電源、電圧の点検

・標準試験器によるゼロ、スパン調整

・各設定に対する出力信号の点検調整

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・実制御における制御状態での点検確認調整


	機　　種
	保　　守　　項　　目

	調節計
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・配線端子の緩み点検及び増締め

・電源電圧、各制御電圧の点検

・各ファイルのデリート状態及びエラー状態の確認

・軽故障、アラーム状態、システムエラー値の点検確認

・制御パラメーター及び制御プログラムの作動確認

・上位伝送状態の点検確認

・各出力信号（発停、警報、アナログ）に対する調節計の作動点検

・実測に対する点検校正

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・規定値、最適値の設定

・実制御における制御状態での点検確認調整

	自動制御用調整弁
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・グランド部漏れ点検

・バルブストローク作動点検及び閉止位置での漏れ点検調整

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・実制御における制御状態での点検確認調整


　　　　ｃ　デジタル式制御機器

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	温度発信器

湿度発信器


	・外観目視点検及び取付状態

・配線端子の緩み点検及び増締め

・実測又は標準試験器による誤差点検及び校正

・伝送電圧の点検

・コントローラーとの伝送状態の点検確認

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・実制御における制御状態での点検確認調整

	コントローラー
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・配線端子の緩み点検及び増締め

・電源電圧、各制御電圧の点検及びバックアップ電池の点検

・各ファイルのデリート状態及びエラー状態の確認

・軽故障、アラーム状態、システムエラー値の点検確認

・制御パラメーター及び制御プログラムの作動確認

・上位伝送状態の点検確認

・各センサー、変圧器との伝送状態の点検確認

・アナログデーターに対する誤差試験

・各入出力信号（発停、警報、アナログ）に対する調節計の作動点検

・発信器、コントローラー、変圧器、操作部等関連部とのループ作動点検

・規定値、最適値の設定

・実制御における制御状態での点検確認調整


	機　　種
	保　　守　　項　　目

	変換器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・配線端子の緩み点検及び増締め

・電源、電圧の点検

・標準試験器によるゼロ、スパン調整

・各設定に対する出力信号の点検調整

・伝送電圧の点検

・コントローラーとの伝送状態の点検確認

・発信器、コントローラー、変換器、操作部等関連部とのループ作動点検

・実制御における制御状態での点検確認調整

	操作部
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・塵埃の除去

・リンケージ組付状態の確認及びストローク調整角度の調整

・モーターの回転作動、回転角度の点検

・ポテンショメーター接触点の清掃及び点検

・伝送電圧の点検

・コントローラーとの伝送状態の点検確認

・発信器、コントローラー、変換器、操作部等関連部とのループ作動点検

・実制御における制御状態での点検確認調整


（イ）熱源・ローカル一般機器（ループ点検）

　　　　ａ　電気式制御機器

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	温度調節器

湿度調節器

圧力調節器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・内部機械的可動部分の動作確認

・比例帯又はディファレンシャルの調整

・調整器と操作部等関連部のループ作動点検

・規定値の設定

	操作器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・バランシングリレー作動点検

・調整器と操作部とのループ作動点検

	自動制御用調整弁
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・グランド部漏れ点検

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整


　　　　ｂ　電子式制御機器

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	検出器

発信器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

	調節計
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・各設定の確認（比例帯・積分値・微分値・不感帯・動作隙間）

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・規定値の設定

	調節計

（プログラマブル式）
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・上位伝送状態の確認

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

・規定値の設定

	変換器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

	操作器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

	自動制御用調整弁
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・グランド部漏れ点検

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整


　　　　　　

ｃ　デジタル式制御機器

	機　　種
	保　　守　　項　　目

	温度発信器

湿度発信器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・コントローラーとの伝送状態の点検確認

・検出器又は発信器、調節計、操作部等関連部とのループ作動点検調整

	コントローラー
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・バックアップ電池の定期的交換

・軽故障、アラーム状態、システムエラー値の点検確認

・上位伝送状態の点検確認

・発信器、コントローラー、変圧器、操作部等関連部とのループ作動点検

・規定値の設定

	変換器
	・外観目視点検及び取付状態の確認

・外観のクリーンアップ

・コントローラーとの伝送状態の点検確認

・発信器、コントローラー、変換器、操作部等関連部とのループ作動点検


ｄ　中央管制装置（ＳＡＶＩＣ－ＮＥＴ１０）

　　　　（ａ）メインコントロールユニット

　　　　　　①　データファイルのセーブ(△)

　　　　　　②　ケーブルコネクター類の装着状態確認(△)

　　　　　　③　ＬＥＤの表示機能の確認(△)

　　　　　　④　ＬＣＤ、タッチパネル点検(△)

　　　　　　　・　コントラスト確認、調整

　　　　　　　・　輝度確認、調整

　　　　　　　・　タッチパネル取付位置の確認、調整

　　　　　　⑤　ＡＮＮ点検(△)

　　　　　　　・　ランプチェック作動確認

　　　　　　　・　セルフテストによる確認

　　　　　　　・　発停操作動作確認

　　　　　　　・　時刻、データ表示の確認

　　　　　　⑥　内臓プリンター点検

　　　　　　　・　ケーブル、コネクター類の装着状態確認(△)

　　　　　　　・　印字濃度の確認、調整(△)

　　　　　　　・　テスト印字による印字品質確認(△)

・　内部の異物、埃、汚れ除去、クリーンアップ(＊)

　　　　　　⑦　各部のクリーンアップ(＊)

　　　　　　　・　本体

　　　　　　　・　コントロールガイド

　　　　　　　・　電源部

　　　　　　　・　ＬＣＤ、ＡＮＮ

　　　　　　⑧　電源、接地端子等の締め付け確認(＊)

　　　　　　⑨　電源電圧、リップルの測定(＊)

　　　　　　⑩　バックアップバッテリーの確認(＊)

　　　　　　⑪　電源断検出レベルの測定、調整(＊)

　　　　　　⑫　フロッピーディスク機能確認(＊)

　　　　　　⑬　ＮＣ－ＢＵＳ伝送電圧調整(＊)

（ｂ）システム機能

　　　　　　①　監視機能(△)

　　　　　　②　データ処理、設定機能(△)

　　　　　　③　システム構成機器管理機能(△)

　　　　　　④　メモリバックアップ機能(＊)

⑤　プログラム機能(＊)

※項目末尾(＊)は１年点検(△)は６か月点検で実施することを表す。

（３）環境衛生給排水設備

ア　受水槽清掃

　　（ア）水漏れ・錆発生の点検

　　（イ）フロート弁の点検・整備（制御回路を含む。）

（ウ）建築物飲料水水質検査業・建築物飲料水貯水槽清掃業の登録を有する

こと。

（エ）水質検査は、清掃前に受水槽と末端水道で行う。異常のある場合は、清掃後再検査を行う。

　　（オ）衛生に配慮した作業を行う。

　　（カ）受水槽の使用状況等を充分理解し、作業手順・使用機器等を勘定し、断水時間を最小限に抑え安全な清掃作業を遂行する。

　　（キ）作業執行責任者は、厚生大臣指定の貯水槽衛生管理技術講習会の課程を修了した者以上の有資格者であること。

　　（ク）作業着・作業道具等は、消毒済の物を使用すること。

　　（ケ）作業員は、６か月以内に検便を受け、健康状態の良好な者であること。

　　（コ）作業員は、入槽前に消毒水盤（次亜塩素酸ソーダ50～100PPM）を通過する。

　　（サ）１回目の洗浄と同時にサクション管・吸入管等の錆落とし・ケレン作業を行い、洗浄汚水の排水をすること。

　　（シ）２回目の洗浄は、高圧洗浄を行い、完全に排水する。なお、槽内に工具・部品等の置き忘れがないかを点検・確認する。

　　（ス）次亜塩素酸ソーダ50～100PPM液で槽内を全面消毒し、それ以後は、入槽者を最小限度の人員に制御する。

（セ）水張り・水抜き等をする際は、末端蛇口を開放し、詰まり等のトラブルか所の無いよう確認する。

（ソ）配管のバルブ操作の状態及び自動制御装置の最終点検をすること。

（タ）安全作業に徹し、酸欠（機器で確認）には充分注意すること。

　　イ　ポンプ類

　　（ア）制御盤の点検

　　（イ）圧力タンクの点検

　　（ウ）圧力スイッチの作動点検

　　（エ）ベアリング異音確認

（オ）軸封部の点検

　（カ）モーターの性能点検

　　（キ）各種リレーの作動点検

　　ウ　排水水中ポンプ

　　（ア）水中ポンプの点検・整備及び槽の清掃

　　（イ）絶縁抵抗測定

　　（ウ）異常音・水漏れ・腐食の点検

　　エ　排水槽清掃

　　（ア）洗浄は、高圧洗浄機・バキュームダンパー等を使用する。

　　（イ）槽内に付着・堆積した土砂等を取り除き水洗いする。

　　（ウ）排出された土砂等が流れぬように土嚢等で止め、バキュームダンパー等で吸引する。

（エ）槽の清掃には、バキュームダンパー等で槽内に溜まった土砂等を吸引し、作業後水洗いする。

　　（オ）作業の実施にあたっては、実施方法等を事前に甲乙協議する。

　　（カ）技術者は、施工の内容を充分理解し、適切な指示を与えるとともに、内外を汚さぬよう注意する。

　　（キ）排土等は、産業廃棄物として処理し、法令に適合した場所に処理する。

　　　　なお、その費用は乙の負担とする。

　　オ　貯湯槽清掃

　　（ア）水漏れ・錆発生の点検

　　（イ）フロート弁の点検・整備（制御回路含む。）

　　（ウ）衛生的な作業を行う。

　　（エ）水槽の使用状況を充分理解し、作業手順・使用機器等を勘定し、断水時間を最小限に抑え安全な清掃作業を遂行する。

　　（オ）水張り・水抜き等をする際は、必ず給排水設備の状態を確認する。

　　（カ）配管のバルブ操作の状態及び自動制御装置の最終点検をすること。

　　（キ）安全作業に徹し、酸欠（機器で確認）には充分注意すること。

　　カ　市水水質検査

　　（ア）15項目：別途指示する日時・項目で行うこと。

　　（イ）５項目：別途指示する日時・項目で行うこと。

　　キ　プール水水質検査

　　　　２５ｍ、幼児、ジャグジーと浄化後オーバーフロー水について別途指示する日時・項目で行うこと。

　　ク　浴槽水水質検査

　　　　大浴槽、水風呂、足湯について別途指示する日時・項目で行うこと。

　　ケ　井水水質検査

　　（ア）９項目：別途指示する日時・項目で行うこと。

　　（イ）50項目：別途指示する日時・項目で行うこと。

　　コ　鼠害虫駆除

　　（ア）建築物ねずみ、昆虫等防除業の登録を有すること。

　　（イ）殺ソは、薬物殺ソ剤で行う。

（ウ）殺虫・消毒は、噴霧処理及び蒸散剤処理を行う。

　　サ　空気環境測定

　　（ア）浮遊粉塵の量・一酸化炭素の含有率・炭酸ガスの含有率・温度・相対湿度・気流の測定を行う。

　　シ　照度測定

　　　　別途指示する日時・測定箇所について行うこと。

（４）自動扉・エレベーター設備

　　ア　自動扉（レギュラーメンテナンス）

　　（ア）ドアエンジン装置各部の点検調整

　　（イ）ドアエンジン開閉速度・クッション作動の点検調整

　　（ウ）ドアエンジン装置の電気回路の点検調整

　　（エ）オイル漏れ・エアー漏れの点検調整

　　（オ）オイル不足・潤滑油不足の点検調整

　　（カ）ドアが当たっていないか、擦れていないかの点検調整

　　（キ）消耗度の著しい部品はないか点検及び取替

　　（ク）その他の点検及び調整

　　（ケ）補修費用

　　　　　天災不測の事故・不可抗力による故障修理・復旧工事費及び甲の都合で一度に全面的に新品と取替る場合を除き、他の場合は全て無料とする。

　　イ　エレベーター（フルメンテナンス）

　　（ア）保守点検内容

	作業の対象
	作　　　業　　　の　　　内　　　容

	機械室関係
	巻上機・電動機・制御機・調速機・油圧ユニット点検

	乗場関係
	インジケーターランプ・押釦・ロック装置・各階開閉機構点検

	かご関係
	操作盤・外部連絡装置・停電灯装置・位置表示装置・照明装置の点検

	かご廻り
	戸の開閉装置・戸の開閉機構・戸閉め安全装置・ガイドシュー・ローラー・非常止め装置・着床装置の点検

	昇降路
	メインロープ・調速機・調速機用ロープ・移動ケーブル・

上下リミットスイッチ・ガイドレール・テンションプー

リ・プランジャー・シリンダー・緩衝装置・カンペンセ

ーティンギロープ


（イ）意匠関係の清掃

	
	
	

	三方枠・操作盤・ドア

側板・シル
	定期作業
	ほうき・ウエス・ハンディモップを使用して清掃

	セフティシュー・イン

ジケーター・天井・天

井照明カバー・ドアカ

バー
	年１回

集中作業
	クリーナー・ハンディモップ等を使用して清掃


　　　　　※いずれの場合も、油性インク・ボールペン等による汚れの除去及び傷の補修は除外とする。

（ウ）除外事項

　　　　　次の事項は、本仕様書の修理及び取替作業には含まない。

　　　　ａ　意匠部分（乗かご・三方枠・かご床タイル・敷居・操作盤・ドア等）の塗装及びメッキ直し・修理及び取替部品

　　　　ｂ　巻上機・電動機・制御盤等の機器の一式取替

　　　　ｃ　修理又は取替の装置・機器の搬入に必要な建築関係の工事

　　　　ｄ　昇降路周壁及び建屋部分の改修

　　　　ｅ　諸法規の改正又は官公署の命令及び指導により、現状の仕様変更や改造等が生じた場合の工事

　　　　ｆ　不注意・不適当な使用・管理により発生する修理又は取替部品

ｇ　地震等天災地変・その他の不可抗力により生じた一切の復旧

（エ）その他

　　　　ａ　修理又は取替の条件

諸法規の改訂又は官公署の命令若しくは指導による検査・装置・

機器・部品の改造・新規取付・新型への取替は含まない。

　　　　ｂ　撤去品及び残材の処置

　　　　　　この使用に基づく作業によって発生する撤去品及び残材は無償で引取り、乙の負担に於いて速やかに処分すること。

　　　　ｃ　作業の時間

　　　　　　　　故障対策を除き、点検・整備等は、乙の就業時間（通常勤務日の勤務時間）内に行うこと。甲は、作業に必要な時間は運転休止の措置をする。

　　　　ｄ　エレベーター関連設備のメンテナンス

　　　　　　ＢＧＭ放送・ルームクーラー・地震感知器・煙感知器・ループコイル・消火設備・防災センター内設置の監視盤・一斉放送指令機能を有する集合インターホン等のエレベーター関連設備のメンテナンスは含まない。

（５）発電コージェネレーションシステム

ア　2,000時間点検

　　（ア）システム

　　　　ａ　エンジン・発電機の始動具合及び異音の点検

　　　　ｂ　監視機器の指示値点検

　　　　ｃ　オイル・水・ガス漏れの点検

　　　　ｄ　運転時のデータ記入

　　　　ｅ　標識類の汚損状態の点検

　　（イ）エンジン

ａ　バルブクリアランスの点検

　　　　ｂ　クランクシャフトダンパーの点検

　　　　ｃ　潤滑油系統のオイル漏れの点検

　　　　ｄ　オイルレベルレギュレーター液面レベルの確認

　　　　ｅ　オイルの量の確認

　　　　ｆ　エンジンオイルの交換

ｇ　オイルフィルタエレメントの交換

　　　　ｈ　ガス燃料の点検

　　　　ｉ　ガス燃料漏れの確認

　　　　ｊ　排気ガス制御盤の点検

　　　　ｋ　アクチュエーター点検

　　　　ｌ　ディストリビューターの点検

　　　　ｍ　点火プラグの点検

　　　　ｎ　回路の導通点検

　　　　ｏ　冷却系統の水漏れ水量の点検

　　　　ｐ　排気の状態確認

　　　　ｑ　触媒の点検

　　　　ｒ　エアークリーナーインジケーターの点検

　　　　ｓ　ブローバイガスの点検

　　ｔ　排気系統のガス漏れの確認

　　　　ｕ　排気系統の断熱材の装着状況確認

（ウ）キューピクル

　　　　ａ　自動充電装置の作動確認

　　　　ｂ　バッテリーの液量確認

　　　　ｃ　バッテリーの比重点検

　　　　ｄ　監視機器の点検

（エ）発電機

　　　　　本体の振動・異音・温度上昇の確認

　　（オ）盤関係

　　　　ａ　表示ランプの点検

　　　　ｂ　均等充電の実施

　　（カ）排ガス熱交換器

　　　　ａ　運転状態の確認

　　　　ｂ　ガス・水漏れの確認

　　イ　4,000時間点検

　　（ア）システム

　　　　ａ　エンジン・発電機の始動具合及び異音の点検

　　　　ｂ　監視機器の指示値点検

　　　　ｃ　オイル・水・ガス漏れの点検

　　　　ｄ　運転時のデータ記入

　　　　ｅ　標識類の汚損状態の点検

　　（イ）エンジン

ａ　バルブクリアランスの点検

　　　　ｂ　クランクシャフトダンパーの点検

　　　　ｃ　潤滑油系統のオイル漏れの点検

　　　　ｄ　オイルレベルレギュレーター液面レベルの確認

　　　　ｅ　オイルの量の確認

　　　　ｆ　エンジンオイルの交換

ｇ　オイルフィルタエレメントの交換

　　　　ｈ　ガス燃料の点検

　　　　ｉ　ガス燃料漏れの確認

　　　　ｊ　排気ガス制御盤の点検

　　　　ｋ　アクチュエーター点検

　　　　ｌ　ディストリビューターの点検

　　　　ｍ　点火プラグの点検

　　　　ｎ　ハイテンションコードの点検

　　　　ｏ　デスビーギアの給油

　　　　ｐ　イグニッションコイルの点検

　　　　ｑ　回路の導通点検

　　　　ｒ　冷却系統の水漏れ水量の点検

　　　　ｓ　排気の状態確認

　　　　ｔ　触媒の点検

　　　　ｕ　エアークリーナーインジケーターの点検

　　　　ｖ　エアークリーナーエレメントの交換

　　　　ｗ　ブローバイガスの点検

　　　　ｘ　排気系統のガス漏れの確認

　　　　ｙ　排気系統の断熱材の装着状況確認

　　　　ｚ　Ｏ2センサー・排気温度センサー・マグネットピックアップの点検

（ウ）キューピクル

　　　　ａ　自動充電装置の確認

　　　　ｂ　バッテリーの液量確認

　　　　ｃ　バッテリーの比重点検

　　　　ｄ　監視機器の点検

（エ）発電機

　　　　ａ　本体の振動・異音・温度上昇の確認

ｂ　軸受部グリスアップ

　　　　ｃ　タコジェネ点検

　　（オ）盤関係

　　　　ａ　表示ランプの点検

　　　　ｂ　均等充電の実施

　　（カ）排ガス熱交換器

　　　　ａ　運転状態の確認

　　　　ｂ　ガス・水漏れの確認
ウ　8,000時間点検

　　　　4,000時間点検項目に加え、ヘッドオーバーホールを実施する。

エ　16,000時間点検

　　　　4,000時間点検項目に加え、フルオーバーホールを実施する。

オ　熱回収設備点検

　　（ア）循環ポンプの点検

　　（イ）熱交換器の点検

　　（ウ）盤関係の点検

　　（エ）ストレーナーの清掃

（６）消防設備

　　ア　設置されている消防設備等を消防法第17条及び第17条の３の３及び建築基準法に基づき点検整備を実施するものとする。

　　イ　非常用予備発電装置

　　（ア）原動機関係

　　　　ａ　機関主要部分の分解、点検

ｂ　各種弁の作動点検

　　（イ）発電機関係

　　　　ａ　絶縁抵抗測定

　　　　ｂ　接地抵抗測定

　　　　ｃ　継電器試験

　　（ウ）配電盤

　　　　ａ　裏面配線の塵埃、汚損、損傷、緩み、断線の点検

　　　　ｂ　接地線接続部の点検

　　　　ｃ　絶縁抵抗測定

　　　　ｄ　接地抵抗測定

ｅ　保護継電器の動作特性の点検

（７）電話設備

ア　電子交換機装置の機能点検

　　イ　内線電話機の通話試験

　　ウ　ドアホンの点検

　　エ　局線トランク及び専用線トランクの点検

　　オ　定期予防点検及びデータ管理

（８）通信機器設備

　　ア　放送設備点検

　　（ア）防災アンプ

　　　　ａ　ラック形非常放送設備点検

　　　　ｂ　10局増設用非常操作ユニット点検

　　　　ｃ　20局増設用非常操作ユニット点検

　　　　ｄ　プログラムコントローラー点検

ｅ　エレクトロミュージックチャイム点検

　　　　ｆ　スピーカー入出力制御ユニット点検

　　　　ｇ　入出力制御ユニット点検

　　　　ｈ　20局増設入出力制御ユニット点検

　　　　ｉ　360W交直両用電力増幅装置点検

　　　　ｊ　非常電源ユニット点検

　　　　ｋ　非常出力制御ユニット点検

　　（イ）テニスコート用切替部スピーカー

　　　　ａ　システム天井用スピーカー点検

　　　　ｂ　天井埋込スピーカー点検

　　　　ｃ　アッテネーター点検

　　　　ｄ　天井埋込耐熱スピーカー点検

　　　　ｅ　防滴スピーカー点検

　　　　ｆ　屋外スピーカーシステム（フルレンジ）点検

ｇ　壁掛スピーカー点検

　　　　ｈ　クリアホーン点検

　　　　ｉ　ボリュームコントローラー点検

（ウ）電源制御ボックス

　　　　　電源制御ボックス点検

　　イ　プール音響設備

　　（ア）音響架

　　　　ａ　200W+200W／４Ωパワーアンプ点検

　　　　ｂ　４CHワイヤレス受信機点検

　　　　ｃ　800MHｚワイヤレスチューナーユニット点検

　　　　ｄ　デジタルマルチプロセッサー点検

　　　　ｅ　デジタルマルチイコライザー点検

　　　　ｆ　出力制御部点検

ｇ　電源制御ユニット点検

　　　　ｈ　端子部点検

（イ）ワゴン操作卓

ａ　スピーチマイクロホン点検

　　　　ｂ　コンパクトミキサー点検

　　　　ｃ　ダブルカッセトデッキ点検

　　　　ｄ　CDプレーヤー点検

　　　　ｅ　15A電源制御ユニット点検

　　　　ｆ　システムラック点検

ｇ　接続パネル点検

（ウ）スピーカー類

　　　　ａ　天吊クラスタースピーカー点検

　　　　ｂ　屋外スピーカーシステム（フルレンジ）点検

　　　　ｃ　防滴スピーカー天井埋込タイプ点検

　　（エ）マイクロホン類他

　　　　ａ　壁取付用ワイヤレスアンテナ点検

　　　　ｂ　スピーチ用ワイヤレスマイクロホン点検

　　　　ｃ　ヘッドセット型ワイヤレスマイクロホン点検

　　　　ｄ　ワゴン操作卓接続盤点検

　　　　ｅ　フリーストップ型マイクロホンスタンド点検

　　　　ｆ　マイクロホンスタンド点検

　　ウ　ＩＴＶ設備

（ア）ＩＴＶ架

　　　　ａ　14型カラービデオ受信機点検

　　　　ｂ　イメージサーキューレーター点検

　　　　ｃ　カメラ駆動ユニット点検

　　　　ｄ　電源制御ユニット点検

　　　　ｅ　カラー４画面分割ユニット点検

　　　　ｆ　システムコントローラー点検

ｇ　システムスイッチャー点検

（イ）カメラＡ点検（幼児体育室、２階ホール、トレジム、エアロビクス）

　　　　　ドーム型カラーカメラ点検

（ウ）カメラＢ点検（テニスコート、ソフトボール場）

　　　　ａ　カラーCCDカメラ点検

　　　　ｂ　20倍電動ズームレンズ点検

　　　　ｃ　屋外防雨型ハウジング点検

　　　　ｄ　屋外水平垂直回転台点検

（エ）カメラＣ点検（アリーナ西、アリーナ東）

　　　　ａ　カラーCCDカメラ点検

　　　　ｂ　10倍電動ズームレンズ点検

　　　　ｃ　屋外防雨型ハウジング点検

　　　　ｄ　屋外水平垂直回転台点検

（オ）カメラＤ点検（プール選手控室）

　　　　ａ　カラーCCDカメラ点検

　　　　ｂ　屋外１／２インチカメラ用ハウジング点検

（カ）カメラＥ点検（プール西、プール東）

　　　　ａ　カラーCCDカメラ点検

　　　　ｂ　10倍電動ズームレンズ点検

　　　　ｃ　屋外１/３インチカメラ用ハウジング点検

　　　　ｄ　屋外水平垂直回転台点検

（キ）レシーバーボックス

　　　　ａ　屋外用レシーバー点検

　　　　ｂ　屋内用レシーバー点検

（９）濾過設備

ア　25Ｍプール用濾過設備

　　（ア）濾過装置点検

　　（イ）濾過ポンプ点検

　　（ウ）自動水質モニター点検

　　（エ）塩素注入装置点検

　　（オ）凝集剤注入装置点検

　　（カ）オゾン発生装置点検

　　（キ）オーバーブロー機器点検

　　（ク）制御盤関係点検

　　（ケ）全体機器作動試験

　　イ　幼児用プール用濾過設備

　　（ア）濾過装置点検

　　（イ）濾過ポンプ点検

　　（ウ）残留塩素計点検

　　（エ）塩素注入装置点検

　　（オ）凝集剤注入装置点検

　　（カ）オゾン発生装置点検

　　（キ）オーバーブロー機器点検

　　（ク）制御盤関係点検

　　（ケ）全体機器作動試験

ウ　ジャグジープール用濾過設備

　　（ア）濾過装置点検

　　（イ）濾過ポンプ点検

　　（ウ）塩素注入装置点検

　　（エ）凝集剤注入装置点検

　　（オ）ジェットポンプ点検

　　（カ）ブロアー装置点検

　　（キ）制御盤関係点検

　　（ク）全体機器作動試験

　　エ　大浴槽用濾過設備

（ア）濾過装置点検

　　（イ）濾過ポンプ点検

　　（ウ）残留塩素計点検

　　（エ）塩素注入装置点検

　　（オ）凝集剤注入装置点検

　　（カ）オゾン発生装置点検

　　（キ）ジェットポンプ点検

　　（ク）ブロアー装置点検

　　（ケ）制御盤関係点検

　　（コ）全体機器作動試験

　　オ　足湯用濾過設備

（ア）濾過装置点検

　　（イ）濾過ポンプ点検

　　（ウ）塩素注入装置点検

　　（エ）凝集剤注入装置点検

　　（オ）足湯ポンプ点検

　　（カ）オーバーフロー機器点検

　　（キ）制御盤関係点検

　　（ク）全体機器作動試験

　　カ　水風呂用濾過設備

（ア）濾過装置点検

　　（イ）濾過ポンプ点検

　　（ウ）塩素注入装置点検

　　（エ）凝集剤注入装置点検

　　（オ）チラー点検

　　（カ）制御盤関係点検

　　（キ）全体機器作動試験

（10）芳香器レンタル

ア　芳香器

　　　　芳香器の点検・薬剤補充

（11）床暖房設備

　　ア　床暖房の点検

　　　

（12）ロールスクリーン

　　ア　ロールスクリーンの点検
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